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To estimate the insensihle water loss from the hody surface of the neurosurgical 
patients, auther has utilized a electrohygrometer hy measuring the humidity ahove the skin 
surface. 
In the preliminary experiments, the water los from the various parts of the body 
surface of the normal healthy individuals and its seasonal variation were studied. 
In the clinical studies, a group of 49 cases with hrain tumor showed marked difference 
on the insensible water los between its value estimated on the back of the hand of each 
side, whereas 110 difference was observed by a normal controlεroup of the healthy indi-
viduals and 60 cases with head injuries. 
In the further investigation in aεroup of brain tumor, the estimated value of insensible 
watec losss between both hands differed remarkablv the most cases of cerebral tumors, and 
about half in cases of tumors and acoustic neurinomas. 
In cases of cerebral tumors, the increase or decrease of insensible water los on the 
each side were almost equal in numher, however, in cases with the cerebellar tumor and 
the acoustic neurinoma, it was smaller on the same side with the lesion. 
On studying the correlation between the abnormal sweating and the location of brain 
tumor, auther has pointed that the hypothalamus and its adjacent brainstem have one of 
the most important functions as the center of the sweating, and furthermore, beside the 
center in the cerebral hemisphere, especially the frontal and temporal lobe, the cerebellum 





































乾·r'f•シ芝、1を一定i';l：位 1え！荷 l百に送り込みその ／；1; 1立の発
汗を塩化カルシウムに吸湿せしめて適当な時間の間隔
で測定する方法． えは乾世~！空気を放政水分と混和せし







澱粉をふきつけ， 発行を起こすとその ；~； ；；；i'＇笈：する．
2J 和田p 高垣氏法10)l I ¥1ioor氏法の改良である．












図 1. a 













ニのiW!'1と；去により p 石版11シャーレ中のリ ンゲヰJC:
液及び生Jill的 ft塩水の J刻；~： rt： を il{IJ定し，水分深ii＇＜量と
制度I.%r_J何度との関連を求めた．｛関 2.)
＊－分蒸I'i)1l:it 臣、温，低視にて11u，－：氏iM,,・:ii!1／，にて
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I (j J'~＼による〕 （平山追加例を ~~む）
図3 身（1＇各部位か らの水分氷山：n:
Local V:iri:it1< 川• 1[ Perspiration 
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，慢性硬膜下血腫 i 4 i 
頭｜頭蓋内 I一一 一一一 トーl
部｜血鐙及び水腫 ：急性平型ザ！ニ i7 
外｜ （慢性硬膜下水平！ と！
傷｜頭蓋骨日 － I 7 
群｜型竺E型（荒木竺空！？る） I .1









症伊tl,i!¥IJ定時期p 室温度，混度I ）支上温度p 水分担h



















































































































































































21.0 : 8.0×11  1m日礼1"・S
I:i.5 I 5.0× F 
17.0 i 6.0×グ









































































































































































I 1.0 x グ
2.C×グ
1.0 x グ








































































































































































































































































































































































































































手竺 l 抄、 庫、 性骨盗塁空空.＇乞l;,'1変（C.)
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6.5 x 10-1 i 8 × lo－~ 1 1.1 x 10--1 
m日／仁川’・メ mg/cm2・討I I『1g／《：m.s 
35.0 i 18.0×グ 115.0×グ 3.0×
25.0 i 26.0×グ I2-l.O× F 
i 29.0 : 29.0 12.0× II I JJ.5×グ
2s.o I G.s×グ 13.0×
30.0 i 8.3× 
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各群別の平均値p 標準偏差を求めた．そしてP ;/,m 
別の有意性の有無を推計学的に検討した（表6I. 
表 6
各 群平均値 f~＂－ LW偏差
健常者群 + 0.4 士3.1~
頭部外傷群
十3.5 土5.77（全症例）














































水分！＼ 1\1.量の左 ｛ i ＞主の f~~討（手背部）
3 0 20 I 0 30 
{SI！！~：：：，健常者群では認められなかったむ側と左側の








111<il1•1\:叫 16 （司， I悩 1］£~1,:;; l 例p 脳内出血 l 例の ~l-48例に
ついて水分ぷi投量の左白差と腫場局在との関連を追求


























悩 ~11経外科み’i域に 11 :·1t る皮肉水分水ll"< lil；の険；；.；
術後経過 4ヵ月にてた：＿.
測定時期 Cr 





ストーム ・ ムルチホ ＇~ jの1・.：刊を認J＇＞る．
/;jf立から腫場局在を分納しん．










































































































I I : 0 
I i 1 I 0 
症Jr！~役：， · ；1;fi):
I~~ 膿疹｜前頭葉
脳内 出血 ｜側頭業 l
大脳半球』重湯
症 ~lj 1 背相p,35才，リ）， ! 11ilNJ'i~＇c. 
グリオプラス トーム ・ 二、 I~ チホ ル〆
入 院昭和36年6月2日
昭和35年2月，右前頭葉アスト U チトームを嫡出し
ている．昭和36年 4lj p 再 Ui＜＼＜＇＇主党fr＂ ， 意識l平害を~＇：
たし再手術を施行しと．
手術所見： 右前頭首i・¥ir’整形的関頭術随行， 1°[!11.;1t ！脳
k:.より，前頭葉及び側頭葉に発育しp 腫協の中心に小
指頭大の袋腫を形成.ijfゆ1./5をf),j/I', 
94 日本外科宝函日3卜巻 第 I~－
測定時期 右





















リオプラス トム・ ムIt,.チホ it.ム．












手術所見； !J •いふl 土聴神経孔附近より，イゴ小脳半球に
発育し同時に小脳漏桃を認める．
術後3日目I II子 l吹 ＇f.f;'l•i
iJ¥I定時期 右




8.8 x 10-4 
mg/cm？ ·~う
~ ， ，J 、 iJ1 <i th#J，刊より主じ，脳僑を庄排し：右小脳半球に
発育した＇・－＇－ン ジオーム．
症例 5 佐 強， 16才， 久， tilWflJ11~リ卯ら．
Hf(和36年12月12日入院，






水分、ぷi'chi: 術前日 26.3 × 10-• 
mg/cm＇・日
剖検所見ー
15.6×10-4 mi) cm~ · 討
右小脳僑角品，にitH¥'rif大の球形な神経腫を認めた．
}Iiにみ症例について検討を加えた．






































1 5 " 






図13 1悩腫疹摘出術を！必if した 15症例の~,J前及びiMをの 水分J式首＆：Jl'i:の左有差の比較
96 日本外科宝函 司·~3;'{1:- 第 1号
7ミ ＇（，~下廠傷にては，小脳日霊場 8例中に左右差の認め ;1、tご脳腫揚摘出手t~を施行した 15症例について術的p
られたもの 4 何，小脳僑角瞳f~ 9例にては 5例に 紅白 術f乏の水分蒸散-ID：の左右差の変化を比較検討した．




表 9 に示し た／111 くに， ｝~ ＇~，｝ I:厩協においては麗場側 てlむ術前，術後の左右差の平均値について，推計学
!1,'I加問1二例， 腫1裏側減少例9例と相い半かばしてみら 的検討を行なった結果有意の差が認められた， NPち（斗
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I ~vld.1、 t.1t1ど cancerJ 
R-Frontal lobe 
三’トT Jht.f 10♀ 
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斗：混吐き；湿（C°) ! 水分 ぷ 倣量
c.o! %: R工l I~ L 
l術前・26 36 29 I 30 23.0ご1Q-4 3.0 x I 0-1 
m」／仁m＂・ぉ





｛中f白n:15 25 19 1s 13.o× グ -t.O× グ
広範閲腫楊摘出
体行長 18 JO 20 22 12.0x グ 6.0× F 
術前l I 8 : 35 25 25 7 . ）× グ I 15.0 x グ
I 13.0×グ
広範問題場摘出
(4/5摘出）術後 25 40 '.!7 28 ; 26.4× グ
術的I21 13 21 31 5.o x グ 13.2 x グ l広範囲腫場摘出
術後 28 55 31 31 12.0×グ l?i.2 x グ j （全摘）
は1)ij20 30 i 28 28 : 12.0× F 17.0×グ
｜術後 21 35 [ 28 28 16.2 X II 22.2× II 
広範四極疹摘出
（一部残存）
術前 2~ , 38 ' 2~ 28 . I 8.0×グ 23.0×グ 広範閲腫疹摘出
i・l:ifを 20. 35 ' 29 j 29 : 2 .0x グ 2.J.O×グ i( -,・;1；唆｛j.1
術前＇ 20 , 40 ! 26 28 ; / ./ X II 2.6× グ
一一一 一 l ーー一一一 広範開H重傷摘出
l術後＇ 28 3?i 32 33 14.0 x グ 8.7× グ
L-Frontal lc,be 術前 20: 3 I 28 28 ・ 23.0× F l:'i.0×グ 広範開腫場摘出
仲間川い活 一一：－ ＇ ーー」一一一
: (Hl'Ji<>pli円』la den<竺I ） 術後一 2~ i 35 i ~そ I 28 ! 16.2×グ 17 .¥ x グ ｜（全摘）
下垂 体 周辺 l術前 17' 30 23 28 : 26.0× F ' 12.0×グ 糞略吸引除j、
9飯島32'.i!;












ー 「一ー ーー 一ー一一←一一 一ー 一ー ー
術前 31 .J.) 33 3-1 20.6× グ ' 11.8× グ
Int腫吸引除夫
体ri支 32, 50 : 32 3<1 1 LS x グ 1:2.6×グ
引：nili 31 45 33 31 20.6 x グ＇ I 1.8 x グ 広範開臆場除lと
み玄記－； -3~ ： －；－，.~~ －－~；－「1'.2.6二 II I （全摘）
Iii'~ 伸終外科領域に於ける皮！背水分蒸i段目の村u; 97 
( .'¥l'< "'tic Neurinom日）
l目立前 21 ! 35 コG 26 ' 11.2× グ







附 17 :s ,:!_' 25 : _20.0 x グ I6.5x グ 広：。刷協摘)JU
1-r.i後 J8 30 I 28 ! 29 18.0×グ 1.5×グ＇ （全摘）
｜｜ 




λl"<Jll、tiじ Nct1111nma ！術後！ 30 55 I 33 1 32 26.3 x / 
術前 22 必＇ 31 r －~，1 26.3× グ 15.3 x グ 広範関臆'IJj摘出Lー小＇il<十万戸］
15吉原149♀
21.0×／／ I （全摘j





















































大脳皮質における発行中枢としてi: • ¥¥ .c叩氏 Lu
(1930）は獄の運動領野の事lj;'(fcl）みがp 皮切’＇[1';(¥＇~ fj.J 
1（；，ι1kanic メl、1 Reflex以下 GSRI 号惹起するとい
いy L旧日w<1rthy& Richter15) (1930）は前頭葉で Mo-
t"r cortexの前内側及び側頭葉で後外側より GSRか
，・，秀子百せられp 他の大脳皮質よりは得られなかったとい
う. ~elm a rt16' t 1937）は皮質の実験より 6野 lI恥－
motor主rt¥Ij が C~f..＇.の中紅であるとしだ．











¥ ¥'11日ぷ R凶 terI 19コ81I士c;メ10:法により灰白隆
起の神料械に発日中枢があるとしだ．
L川市川irth,・ S-Richter 0930）も皮質よりのものと
98 日本外科宝函 む－~31f会第 1号
（士別 （INに Si'i' iの：i＇~3｝脳室底及びそのl河川より GSRを；再
発している. Darrow (1937）も Posterior hypoph刊i<
の辺3・； ＇）€；；千と関係があるという．





Karplus20l (1916 l ( t発汗に関して延髄の中枢の関与
を述べている．




ぐhen.Lim. ＼二mg、に y ( 1936）は第4脳室底の刺
戟でrlrt圧上昇の外， 腹部l血管p 腎p 子宮p l血液， l竜
孔及び瞬膜等の各臓官官及びf「腺にも ＂.＜＇.！~YU止応を宍寸












られ， Goldstein cl: Bechtrew I t皮質の運動領野 1Area 
-1 j が発汗と関係、があるとし、う. Guttmann2l l (1936) 





与するという. !W ち， 上部頭取札上；＇~i；側頭葉，前後
中心回転I｝. り 1 ii i中心領野の｜；年寄によって 11•1 •J＇.と反対側
の発f沼市町iけ・みられるという．
Linder22l ( 194 7 lは4例の銃創患者の1保釈で Prezen-








( 195~ l Ii:左運動領野（Ami -1l に限局せる胃癌の転
移によるj脳彊場例に麻海側の多汗を，左前運動領野





















迫し た1症例において麻湾側の多げをみP Guttmann 
















脳神経外F ↓＼ill岐に於ける皮耐水分？！~I伐量の検討 99 
例を報告している． IJ1~，橋，被蓋及rJ小脳も関与すること報告してい弓．
List氏 I》町t(1939 ）も二腹小佐を~＇；＇めた左小脳半球 以上の州lく発汗中枢及び発／，W与として数多くの報
l沼， l.inf Verrnis, cerebellar ronl nuclei, rn町lialPor- 告がなされている．
101 じfthe doNil n川 leiの軟化例で発汗減退を来た われわれも発汗異常を認めた脳腫場症例を検討し発
した症例を記載した． 汗中枢及びその［ム＇f路に対して考察を試みた．
沖野は後下動脈症似二群3例及び上小脳動脈＇ fi官候群 I 大I~＇~、I＇球脆疹にて lt，前頭葉及び側頭葉腫玖にて発
例にて忠行の予言i干異常を認めている． 行異常が多くみられる傾向にあった．これは List-Peet
P噌B REncs円N廿ミ
LAT RETIC S円NN 
Ll'.T RETICS円N TR 
Diagram to、hrnYthe probable patlm ,I¥' 








いるが， Li,t8: Peet (1939) Iけふ延髄障害患者の温
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｜脳一言V ;j~ 悩 1立百寸 水分別問
i 僑 l制定
一寸← -ー=nJflJ幹「手イド ー小！悩 lc{i'E. 
1jljリ川仰l仇！業頭民来｜民間飛iロイI!tl 1,'cJ ；.！｝. 小脳 即日の干I長有無
di './lう ~ + -
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